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(異表記) 赤字該当語 赤字小学 赤字小1

△表外音訓
×表外字

黒字中学

1 あらたまる
改まる
△革まる

a

b

≒新しくな
る。
≒変わる。
≒良くなる。

五自 和語 小低1
年が改ま
る

料金が改
まる
改まって
言う
改まった
場面

年が改ま
る
改まった
言い方

年が改ま
る

改まる 改まる

2 あらため 改め a
≒新しくす
る。
≒リニューア
ル

名 和語 小低１↓

3 あらためて 改めて a 副 和語 小A

改めて考
える
改めて読
む

改めてた
たえた
改めて協
議した

改めて
改めて
〔副〕

4 あらためる
改める
△革める
△検める

a

b

≒変更す
る。
≒改善す
る。

下一他 和語

たいどを
改める
習かんを
改める

小低1
改める
行いを改
める

きそくを改
める

ルールを
改める
規則を改
める
生活態度
を改める

改める
行いを改
める

改める 改める

5 せきをあらためる 席を改める a 連語 和語

6 ひをあらためる 日を改める a 連語 和語
日を改め
る

7 かきあらためる 書き改める a

≒書きか
える。
≒書きな
おす。

Ｖ＋Ｖ 下一他 和語
書き改め
る

8 くいあらためる 悔い改める a
≒心がけ
を変える。

Ｖ＋Ｖ 下一他 和語 中B
悔い改め
る

9 かいあく 改悪 a 改→悪 名・ス他 漢語 小4論 小B 中学3 改悪 改悪

10 かいかく 改革 a
≒改変
≒変革

改＝革 名・ス他 漢語 改革 中1年 中A 小高1 改革 改革 改革

黒字巻末付表など　緑字上学年

2018年2月10日

４年Ａ漢字「改」指導対象漢字語候補検討資料
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基本語イ(中)中学校段階
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指導音訓

赤字並
列語

赤字本文
赤字重要

語句

青字:
当該欄の
語



11 かいぎょう 改行 a 改←行 名・ス他 漢語 改行 改行 改行 改行

12 かいご 改悟 a
≒悔悟
≒改心

改→悟 名・ス自 漢語 中学4

13 かいさく 改作 a 改→作 名・ス他 漢語 中学3 改作

14 かいさつ 改札 b 改←札 名・ス自 漢語 小高1 改札 改札 改札 改札 改札

15 かいさつぐち 改札口 b 改札口 名 混種語 改札口 改札口

16 かいしゅう 改宗 a 改←宗 名・ス自 漢語 中学4× 改宗 改宗

17 かいしゅう 改修 a
≒改築
≒修理
≒修繕

改→修 名・ス他 漢語 中学2 改修 改修 改修

18 かいしゅん 改×悛 a
≒改心
≒改悟
≒悔悛

改≒悛 名・ス自 漢語

19 かいしょう 改称 a ≒改名 改←称 名・ス他 漢語 中学2 改称

20 かいしん 改心 a ≒改悛 改←心 名・ス自 漢語 小高2 改心

21 かいしん 改新 a
≒刷新
≒革新

改≒新 名・ス自他 漢語 中学4×

22 かいせい 改正 a

≒改定
≒改善
≒是正

改→正 名・ス他 漢語 小高1 改正 改正 改正

23 かいせい 改姓 a 改←姓 名・ス自 漢語 中学4 改姓 改姓

24 かいせん 改選 a 改→選 名・ス他 漢語 改選 小高1 改選 改選

25 かいぜん 改善 a
≒改良
≒改正 改→善 名・ス他 漢語 小4論 小A 小高1 改善 改善

26 かいそ 改組 a 改←組 名・ス他 漢語 中B 中学2 改組

27 かいそう 改装 a
≒改造
≒新装

改←装 名・ス他 漢語 中学2 改装

28 かいぞう 改造 a 改→造 名・ス他 漢語 小6仲 小A 小高1 改造 改造 改造 改造

29 かいだい 改題 a 改←題 名・ス他 漢語 中学4×

30 かいちく 改築 a ≒改修 改→築 名・ス他 漢語 小高3 改築 改築 改築

31 かいちゅう 改鋳 a 改→鋳 名・ス他 漢語 改鋳

32 かいてい 改定 a ≒改正 改→定 名・ス他 漢語 中学4 改定 改定

33 かいてい 改訂 a 改→訂 名・ス他 漢語 小A 中学2 改訂 改訂

34 かいはい 改廃 a 改⇔廃 名・ス他 漢語

35 かいへん 改変 a 改≒変 名・ス他 漢語 改変

36 かいへん 改編 a 改←編 名・ス他 漢語

37 かいめい 改名 a
≒改姓
≒改称

改←名 名・ス自 漢語 中学1 改名

38 かいりょう 改良 a
≒改善

改→良 名・ス他 漢語 小A 小高1 改良 改良 改良 改良 改良

39 こうかい 更改 a ≒更新 更＝改 名・ス自他 漢語 更改

40 ちょうれいぼかい 朝令暮改 a ≒朝改暮変 名 漢語



表のみかた
a 50音順整理番号 原則として５０音順にならべたが，合成語や連語は，もとの語とならべた。

b 読み 候補漢字語の読みをひらがなでしめし「見出し語」とした。

c 表記 候補漢字語の一般的な表記をしめした。

△は常用漢字表の「表外音訓」。×は「表外字」。（　　）は，異表記。

d 意味 候補漢字語のおおまかな意味の下位分類を下記のように２区分した。

意味区分
a あらためる。変える。新しくする。
b しらべる。

e 類義・対義・
関連の語

f 語構成

g 品詞 『岩波国語辞典』第４版の品詞分類を用いた。

h 語種 『新潮国語辞典』第２版の認定によった。

i 国字研プリント 漢字指導法研究会の会員著作の『漢字プリント』（日本教育出版サービス刊,1994年）でつかわれている語を赤字でしめした。

j

k 批判読み
教育基本語イ

小４論 小学校４年　論理性を確かにし感情の質を高めるもの
小６仲 小学校６年　仲間意識を育てるもの
中１年 中学校1年

l 児言研
教育基本語イ

m 阪本語イ表

二字漢語の構成を記号でしめした。表作成者の見解で，並列語を「＝」（類義のならび）「≒」（近似のならび）「⇔」（対義のならび）とし赤字でしめした。また，修飾関係の語を「→」，補足
関係・認定関係の語を「←」とした．
複合動詞で２つの動詞がそれぞれ本来の意味と格関係を持つものを「V＋V」(後項動詞が文全体の格関係を決定する) としめした。

学習論理語イ
一覧表

武部優子（漢字指導法研究会研究参与，啓明学園初等学校元校長）が1962年に作成した「学習論理語イ一覧表」に掲載されている語。論理的思考力をやしなうために，小・中学校のう
ちにぜひ指導しておきたいものとして，大久保忠利（1909-1990，漢字指導法研究会創立者）の提案をもとに論理語イを70語選定し，体系的に整理したもの。

見城慶和（漢字指導法研究会研究参与，元委員長）が1963年に作成した「教育基本語イ」のうち「改」をふくむ語の提示学年を赤字でしめした。
『批判読み』（東京都教組荒川支部国語サークル編）に掲載。

児童言語研究会が1962年に作成した「児言研国語科教育基本語い・第一次試案」に掲載されている語。小中学生が「所有していることによって，よりよく思考や認識を活動させる表現・通
達することができる語を」えらび，「日常の使用で自然におぼえられる語い」等ははぶき，「系統的・体系的な国語教育が責任もって教えなければならない重要な語を精選する」という観点
から，総語数1955語をえらんでいる。それぞれの語を小学校と中学校のふたつの指導段階にわけ，それをさらにＡ（特に大切な語い）とＢ（Ａ語に続くもの）のふたつにわけている。本検討
資料では，小学校段階の語を赤字で，中学校段階の語を黒字でしめした。

阪本一郎『教育基本語彙』（牧書店，1958年）および阪本一郎『新教育基本語彙』（学芸図書，1984年）に掲載されている語である。「義務教育の９年間に，国語の単語を，どのような範囲
で，どのような順序で学習させるのがよいかの基準を示した」としている。総語数は，前者が22500語（公称），後者が19271語で，小低（小学校第１～第３学年），小高（小学校第４～第６学
年），中学（中学校）の３段階にわけ，さらにそれらに「１～４」の優先順位をつけている。なお，本検討資料では，「小低１」と「小高１」を赤字でしめした。また，前者にあった語のうち後者に
掲載されていないものを「×」，後者で学校段階を下にさげた語を「↓」とした。なお，前者の作成には，15人程度の国語教育の実践者，研究者がたずさわっているが，そのうちのひとり
が，のちに1980年代になって児童言語研究会委員長をつとめた松山市造（元・学習院初等科）で，松山市造は，1962年「児言研 教育基本語イ」の作成にも参画し，このときの経験を生か
したという．さらに1980年代後期には，国字研例会にもたびたび出席し，漢字精選と語イ表作成において「内言と表現通達に，それがなくてはかなわぬ語を選ぶこと」の重要さを指摘して
いる。

   n o p q r 光村(光村図書出版)，教出（教育出版），東書（東京書籍），学図（学校図書），三省堂の各社第４学年教科書に掲載されている語のうち，本文が赤字で，巻末一覧表にあるものを黒字で
しめした。また，上学年で提出されているおもな語を緑字でしめした。



s 三省堂例解小学国
語辞典

ｔ 常用漢字表
語例欄

「改」の字誌

音訓
1947年当用漢字音訓表 カイ・あらためる
1973年当用漢字改定音訓表 カイ・あらためる・あらたまる
1981年常用漢字表 カイ・あらためる・あらたまる
2010年常用漢字表 カイ・あらためる・あらたまる

1947年当用漢字音訓表 2010年常用漢字表

小学校段階にわりふり 活用語尾と送りがな
1958年 ４年 カイ・あらためる
1968年 ４年 カイ・あらためる 表記

1977年 ４年 カイ・あらためる・あらたまる 他マ下一 改める
1989年 ４年 カイ・あらためる・あらたまる 自ラ五 あらた－まる 改まる
2017年 ４年 カイ・あらためる・あらたまる

文化審議会国語分科会漢字小委員会配布資料（2008年5月12日）

★小学校４年生では，「カイ」「あらためる」を中心にとりあつか
うことがのぞましい。「あらたまる」の用例はかぎられる。

学年別漢字配当表
の学年配当

音訓の小・中・高等学校段階別
割り振り表（文部省/文部科学省）

語幹・活用語尾 送りがな

あらた・める あらた－める
あらたま・る

漢字出現頻度表　順位対照表（Ver.1.3）

『三省堂例解小学国語辞典』（第６版）の見出し語にかかげられているものをしめした。そのうち同辞典編集者が「重要語句」と位置づけている語を本検討資料では，赤字でしめした。

『常用漢字表』（2010年）の語例欄にかかげられている語をしめした。うち「改」の欄にあるものを青字でしめした。



いろいろな字形　 ★評価に際しては，次ページ以降に掲載の許容例を参考にあつかいたい。

中国語圏では「改」の3画目が右上方向に折ってぬく字形が一般的。

『常用漢字表の字体・字形に関する指針（報告）』
文化審議会国語分科会（2016年2月29日）

【上】北京日報2018年1月23日
【右】法制日報2018年1月20日



『常用 『常用漢字表の字体・字形に関する指針（報告）』
文化審議会国語分科会（2016年2月29日）



許容の例

ところが

『常用漢字表の字体・字形に関する指針（報告）』をもとに再構成

　見た目はちがっても字の骨組みが同じものは，別
の字となるわけではない。

　市販のドリル，参考書などのなかには，いまでも字
形の細部にこだわり，ある一定の字形以外を認めない
という記述が横行している。

【右】
『１日10分　おうちゼミ』－４年生の学習　国語・算数・理科・社会－
監修　陰山　英男　2015年7月2日　学研プラス



字形の構成要素　 構成要素をふくむおもな漢字（○数字は，配当学年） 部首は辞書によっては異なるものもある。

字源　

　「己」〔キ〕は，字源不詳である。甲骨文字では十干の６番目
「己」[つちのと(土の弟)]としての用例しかない。諸説ではつぎ
のように想定する。「狩猟道具」の象形（羅振玉），「長い糸の
端」の象形（加藤常賢），「直角に曲がった定規に似た糸をまき
とる道具」の象形（白川静），「屈曲して目だつ目じるしの形を
描いた指事記号」（藤堂明保），「ひも」の象形（落合淳思）な
ど多様にわかれる。

　部首「攴」（攵）〔ボク〕については，《手に持った道具で打つ，た
たく》動作の象形文字とみられている。「道具」については，《木の
枝》《ぼう》《やわらかなムチ》などと説明される。転じて《強制す
る，ある状態へと変化させる》《自分自身で積極的になにかを行う》な
どの意味をもつようになったとみられている。諸説は，ほぼ一致してい
る。



「改」の字源　 ★不明確な点が多く，辞書によっても解説がことなるので，とりたててあつかわないことがのぞましい。
　「改」は，字源不詳である。「改」は，甲骨文字にみられず，小篆（篆書）から登場する。

小学生向け学習漢字辞典における「改」の字源解説
小学館『例解学習漢字辞典』 ① Ａ

学研『新レインボー漢字辞典』 ① Ａ

ベネッセ『チャレンジ漢字辞典』 ② Ｂ

旺文社『小学漢字新辞典』 ② Ｂ

三省堂『例解小学漢字辞典』

①は藤堂明保の説により，Ａの立場に立つ。②は加藤常賢の説によるとみられＢの立場に立つ。このほか羅振玉，白川
静，落合淳思などもＢに近い説をとる。

己キ（まがりくねって起きあがるようす）と攵（動作を表す指事記号）とを合わせた字。たるんだ
ものに力を入れて起こすことを表す。
己キ（はっとしておきあがる）と攵（動詞の記号）を合わせた字。たるんだ気持ちをひきしめて，
あらたにやりなおすことをあらわした。
己キ（おに）と攵（むちでうつ）を合わせた字。「おにやらい」を表した。

意味を示す攵（手にむちを持ったようす）と，音を示す己（キ・コ→カイ。おに）を合わせた
字。おにをむちでおいはらって，新しい年をむかえる意味。それからあらためるの意味に使われ
る。
「己」キが「カイ」とかわって読み方を示している。「キ」は「かわる」の意味を持ち，「ぼうを
持つ」意味の「攵」がついて，「あらためる」ことを表している字。



意味の派生区分

共通する意味のイメージ 例会で協議

赤字は並列語

原義不詳 a あらためる 変える。 改変 更改 朝令暮改
変え改める。 改定 改訂 改宗
変化させる。 「規則を改める。」
変更する。 改称 改姓 改名 改廃
よくする。 改革 改良 改善
正しいものに直す。 「生活習慣を改める。」
きちんと直す。 改心 「服装を改める。」
是正する。訂正する。 改正
くいあらためる。 改悛 改悔 悔悟
改善する。改善される。 「態度を改める。」「態度が改まる。」
かえって悪くする。 改悪 改竄 改憲
新しくする。 改新 改旧
作り直す。 改修 改装 改造 改築 改組
やり直しをする。 改作 改選 改題 改鋳 改編
手を入れる。 「作文の題を改める。」
あらためて。 （連用化）「場を改めて話し合う。」
重ねて。再び。 「日を改める。」「改めて書き直す。」
もう一度新しく。 改行 「行を改める。」
あらたまる。 改春 「年が改まる。」

改容
「きまりが改まる。」

b しらべる 改札 改札口 自動改札

「誤字がないか改める。」 ②　しらべる。
「リュックサックの中身を改める。」

あらたまる。 「改まった顔つきをする。」

検査する。吟味する。
「改札」は
室町時代以降の
日本語用法。 改善するために調

査する。

ことさらに態度を
よくする。

今までのすがたが
変わる。

あらためる。
点検する。

①　前からあるものを
　　新しくよりよいものに
　　変える。


